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雜錄 Miscellaneous 

〇中等敎科書二現ハレタ植物ノ種類 （伊藤洋） 

中等學校べ教科書モ愈々來年度カラ1科目ニツキ5種類以下二制限サレルソウデアルガ、 
昨年マデハ植物關保（理科及ビ博物科用）ノモノダケデモ每年20種位宛撿定セラレテキタ 
ノデ現在世上二行ハレテ4ル/ハ大體50著者、120種以上ノ多キニ上ツテ斗ル〇所デソレ 
等敎科書二採上ゲラレタ植物ノ種類ハドンナエ合ニナツテ斗ルカ 7 調べテ見夕事ガアルノ 
デコノ際少シ紙面ヲ借リテ御目ニカケル事トスル。コレハ昭和9乍度以降ノ檢定二力、ル 
10著者ノモノ1〇種ヲ任意二選ビ （ 內5種ハ中學校用、3種ハ高等女學校用、2種ハ實業學校 
用）ソノ中5種以上二現'、レル種類ヲ拔出シクモノデ、、半數以上=出テ來ルナラ相當重要 
ダラウト云フ譯デアル。50著者ノ中僅力10著者位調べタノデハ大シテ意味ナイデハナイ 
カト云ハレルカモ知レナイガ大體ノ見當ヲツケルテハ十分カト考ヘル。排列ハきく科カラ 
始ツテ普通卜逆ノ順序トシ、各科ノ中デハ最モ多イモノ卽チ10種ノ本悉クニ出現スルモノ 
カラ段々少イモノニ及ビ同數ノモノハ順序稍 i 不同デハアルガナルべク大キク取扱ハレタ 
樣ナモノヲ先二置ク樣努メ、又異名ハ特二頻繁二出タモノノミ7括弧二人レテ示シタ。尤 
モ種類卜云ツテモかし、あざみ等ノ如ク猶稱的ノモノヤ、さくらじまだいこん、はなやさい 
等ノ如ク品種ヲ表ハシタ名前等モアルガコレ等モー樣二联扱ツテアル0又稀二漢字ヲアテ 
夕（除蟲菊ノ如ク）ノガアルガコレハ小生ガ勝手二入レタノ デハ ナク矢張リ敎科書 ニ ソウ云 
フエ合二出テ斗タノデ、櫻ヤ松ノ樣ナ極ク普通ノモノニハ全然漢字ヲ使ハナイノ ニ馬醉木 
等ハ云ヒ合シタ镔ニドノ敎科書ニモ載セテアルノハ ー寸 不思議 ニ モ思へル。 

S {科 きく、たんぼぼ、ふき、ごばう、しゅんぎく、むしよけぎく（除蟲菊）、た•—りや、 
ひまは9、よもぎ、よめな、こすもす、ちしゃ、べにばな、ふぢばかま、あざみ、ひゃくに 
ちさう、しなよもぎ、あれちのぎく、ひめむかしよもぎ> ひめぢょをん、かみっれ、しねら 
りあ、やぐるまぎく、の*ぢぎく； 淫 3 ゃう科 ききゃう； 科 きうり、たうなす、す 

ゐくわ、へちま、めろん、しろうり； あかね科 こ一ひ一のき、きな（：きなのき）； たぬ 
逡も科 むしとりすみれ、たぬきも、みみかきぐさ； はまらつぼ科 なんばんぎせる； と: 
E 科 ごま； ごまのはぐさ科 ぢぎたり す、 きり； なす科 じやがたらいも、てうせん 
あさがほ、なす（なすび）、たばこ、たうがもし、とまと、ほほづき、はしりどころ； 昼形 
科 はくか、えごま； < まつづち科 ち，く； 汉るがほ科 あさがほ、さっまいも、ねな 
しかづら、まめだほし、はまひるがほ； りん您う科 せんぶり、9んだう； 汉ひち § 科 
おり一ぶ、とねりこ、しほ•ぢ； か苕の S 科 かき、こくたん； さ{ちさ $ 科 しくらめ 
ん、さくらさう； しゃ《尨 0 s 科 っっじ、あせび（馬醉木)、しゃくなげ、き 9 しま、っが 
ざくら、さっき、どうだんっっじ、もちっっじ、こけもも、いはひげ、きばなしゃくなげ； 
みづ豸稃 あをき； 饊形科 にんじん、どくぜ9、みっば、せり、やぶじらみ； 

科 てうせんにんじん、せんのき（はりぎり）、やつで、うど、きづた； ありのたふ？:、さ科 
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きんぎょも；あかば尨科ひし、まつよひぐさ；ぎ《ろ科ざくろ；劣んちゃ5げ科み 
つまた、がんび；さぼてん科さぼてん；し5かいだう科ベごにあ；すみ由/科ばん 
じ一、すみれ；つば窆科つばき、ちへもくこく； あを g り科かかおのき、あをぎ 
り；あふ汉科わた；し尨の苕科しなのき；ぶだら科ぶだう、つた；ほらせん^*> 
科ほうせんくゎ；とちの S 科とちのき（とち）；加へて科がへで c もみぢ）、いたや 
かへで；$るし科うるし、はぜ(:はぜのき）;ど< 多つき科どくうつぎ；がんから 
ちん科がんかうらん； つ ff 科 つげ；たかと5だい科ばらごむのき、たうごま；さ 
ふせ5科みかん、れもん、さんせ•う； S か科こか；あま科あま;かたばみ科か 
たばみ； ふ 5 ろさら科 げんのしょうこ； まめ科 至んどう、だいづ、あづき、なんきん 
まめ、れんげさう、おじぎさう、したん、そらまめ、いんげんまめ、ふぢ、は•ぎ、くず、す 
ゐ一とぴ 一、 うまごやし、くろ一ば、あらびやごむのき、ねむのき、たがやさん、ぬすび 
とはぎ、ささげ； ぱち科 やまざくら、そめいよしの、ひがんざくら、やへざ■くら、み 
ざくら、ばら、おらんだいちご、もも、なし、りんご、うめ、びは、やまぶき、かいだう、 
くゎりん、すもも.われもこう； すずかけの S 科 すずかけのき（ぶらたなす）； いし & 
ちさ 5 科 まうせんごけ、はへと9ぐさ（はへぢごく）、いしもちさう、むじなも； b'O 
〖ぼ かづら科 うつぼかづら； さちせ は あ科 さらせにあ； 十字科 あぶらな、だいこん、 
なづな、たまな、わさび、からしな、かぶら、さくら r まだいこん、きやうなぐみづな）、 
はくき い、 はなやさい、さんとうさい； けし 科けし、こま‘くき； 《すの 逢科くすのき； 
ち i ii ん科 しきみ、ほほのき、ゆりのき； め g 科なんてん； あけび 科みつばあけ 
び、あけび； の务しがた 科とりかぶと、ぼたん、しゃくやく、わうれん、きんぼう 
‘げ、きつねのぼたん、あねもね、はくさんいちげ； 加つち 科かつら； まつも 科まつ 
も（:きんぎょも）；汉つじぐさ科はす-、ひつじぐ、さ（すゐれん）、じゅんさい、かは技ね； 
奴でし s 科か一ね一しょん、なでしこ、せきちく、はこべ；饫ゆ科ゐのこづち； あか 
ぎ 科さとうだいこん、はうれんさう； たて 科あゐ、そば； やどり g 科やどりぎ； 
如ち<さ科からむし； <は科くは、いちじく、あさ、かうぞ、がじゅまる、かぢのき、 

‘いんどごむのき、あかう；は机科けやき、えのき；ぶ尨科くり、かし、なら（こな 
ら）、こるくがし、しひ、ぶな、くぬぎ、あべまき、みづなら、かしは；しちかぱ科し 
らかば；《るみ科くるみ；や科やまもも；冷な g 科やなぎ、こりやな r 、 
どろのき、ぼぶら； s せ$科こせう；ちん科せきこく；しゃらが科しゃうが；ば 
せ5科ばなな、まにらあさ、ばせう；いちはつ科はなしゃうぶ、あやめ、いちはつ、 
かきつばた、ふり一じや、しゃか•、ひあふぎ、さふらん、ぐらぢおらす；や玫のい&科や 
まのいも；ひがんば叙科ひがんばな、りうぜつらん、すゐせん；ゆり科ねぎ、たま 
ねぎ、ちゅ—りっぶ、ひやしんす、あすぱらがす、おにゆり、くろゆり、てっぽうゆり、くる 
まゆり、かたくり、しゃうじゃうばかま；态科ゐ、しちたうゐ；あ尨尨す科ぱぃんあっ 
ぷる；彡 g {さ科うきくさ；てん尨んしゃら科さとぃも、てんなんしゃう；ぱ叙ま 
.§5科ぱなまさう；しゅろ科やし（ここやし）、とう、びろう、しゅろ；たけ科まう 
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そうちく、はちく、まだけ； 禾本科 いね、おぼむぎ、こむぎ、たうもろこし、さたうき 
び、あは、ひえ、きび、よし、もろこし （高 梁‘)、すすき、はだかむぎ、からすむぎ、こう. 
ぼうむぎ； とちかがみ科 くろも； お & だか科 くわゐ； 糸尨ん科 たこのき、りんと 
う（あだん）； がま科 がま； まつ科 くろまつ、あかまつ、すぎ、ひのき、もみ、から 
まつ （落葉松）、 とどまつ、えぞまつ、さはら、は，ひまつ、あすなろ、つが、てうせんまつ、. 
たうひ、ごえふまつ、ひめこまつ、せくわいや（まんもす樹）、えんぴつびゃくしん、びゃく 
しん、しらべ（しらびそ）； いちる科 いちゐ、まき、かや； いてふ科 ぃてふ； そてゥ 
科 そてつ； いはひば類 いはひば、くらまごけ； W かげのかづち類 ひかげのかづら；. 
とくさ類 すぎな、とくさ； 羊齒類 わらび、ぜんまぃ、うらじろ、こしだ、へご、まる 
はち、しのぶ、のきしのぶ、あぢあんつむ、はこねしだ、をしだ； 蘚類 すぎごけ、みづ: 
ごけ； 苔類 ぜにごけ； 地衣類 うめのきごけ、いはたけ、さるをがせ、9とますごけ、. 
はなごけ； 绎の S 類 まつたけ、しひたけ、しめぢ、はつたけ、しょうろ、てんぐたけ、. 
べにてんぐたけ、つきよたけ、たまごてんぐたけ、どくべにたけ、はらたけ； 加び類 か 
うぢかび、あをかび、くろかび； 紅藻類 あさくさのり（あまのり：)、てんぐさ、ふのり、. 
つのまた、とさかのり、まく 9;褐藻類こんぶ、わかめ、あらめ、ひじき、ほんだはら、 
かぢめ； 綠藻類 あをさ、あをのり、みる； 接合藻類 あをみどろ 

以上ザツト400種足ラズガ最重要單語ナラヌ最重要種類卜云フ事ニナルガ、中ニハ唯晋 
憤的 二 載 セラレテ 4 ル樣ナモノヤ 珍奇 ナー 例ト シテ 擧ゲラ レテ ヰ ルラシイノ ガ相當混ツ テ' 
ヰ ル 事 ハ御覽ノ 通リデ アル。トマレ コノ表ガ標本ャ敎材ノ聚集選擇或ハ學校園ノ充實等ノ 
爲メ幾分ナリト モ 役立ツ樣ナ事ガ アツタラ 望外ノ幸セ デアル0 

〇たいわんやのねすみれ（御江久夫） 

本種ハ臺灣二產シ Viola oblongo-sagittata Nakai var. violascens Nakai 卜云フガ、 
中南支ニモ生育シ tetonicifolia Sm . ssp. nepalensis Beckkr 卜稱スル0學名卜.シテハ 
何レヲ採ル可キカト云フ事ニナル/デ、アルガ、 K . betonicif olia 卜云フノハ濛洲產ノ植物 
デアルカラ分布區域ハ相當距:ツテ居リ、 Becker ノ說ハ果シテ宜シイカ否カー應檢討ノ要 
ガアル〇併シ假令 Becker ノ名ガ採用出來ナクテモ ssp. nepalensis ハ東南亞細亞二廣ク 
分布シテ居ルノデ外二妥當ナ名ガ有リサウニ思ハレ、前者ノ名モ亦學名トシテ採レルカ否 
力今ニヮカニ斷言出來ナイ。又本種ノ白花品ハりうきうしろすみれ卜云フガ Melchior ノ 
論文ヲ見ルト日本以外ノ地ニモ產スル樣ュ想像セラレル。. 

〇だいはないほな（御江久夫） 

本種ハ Bothriospermum tenellum Fisch. & Mey . var. majusculum Hatata 卜云 7 
ガ、 Thyrocai'pus Sampsoni Hance トスル方ガ宜イ。從ツテ和名だいはないばな卜こば 
なうぐひすトハ同一植物ヲ指ス事ニナル0支那デハ揚子江以南ノ地二廣ク分布シ、 Brand 
ハコノ支那產ヲ葉ノ大小 二 依ツテ2箇ノ品種 二 分ケテ居ルガ其ノ必要ハナイ樣二感ゼラレ 
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